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一
般
質
問
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包
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（
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政
　
会
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政 

会 

）

幼
保
一
元
化
に
つ
い
て

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

臨
港
線
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
　

少
子
化
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
全
国
各
地

で
幼
保
一
元
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
先
般
、
高
松
市

が
、
来
年
度
か
ら
幼
保
一
体
化
施
設
を
整
備
す
る
と
の
報

道
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
県
内
他
市
で
も
検
討
委
員
会
を
発

足
し
た
と
い
う
話
を
聞
く
。

　
本
市
で
も
早
急
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
今
後
、
準
備
委
員

会
な
ど
を
設
立
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　  

…
市
長

　

今
年
6
月
25
日
に
、
国
の
今
後
の
子
育
て
支
援
の
あ
り

方
を
示
す
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
基
本
制
度

案
要
綱
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
従
来
の
幼
保
一
元
化
か
ら
さ
ら
に
進
ん
だ
幼

保
一
体
化
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
シ

ス
テ
ム
の
具
体
的
な
制
度
設
計
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
議
論
が
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
健

や
か
な
育
ち
を
最
優
先
に
考
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
大

都
市
と
は
異
な
る
地
方
の
子
育
て
支
援
の
課
題
や
ニ
ー

ズ
、
こ
れ
ま
で
本
市
の
幼
児
教
育
・
保
育
行
政
全
般
に
わ

た
り
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
民
間
幼
稚
園
・
保
育

所
の
意
向
、
各
地
域
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保
育
所
の
配
置

や
園
児
数
の
状
況
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
た
柔
軟
な
制
度
と
な
る
よ
う
、
国
に
お
い
て
十
分
な

検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
、
教
育

委
員
会
と
福
祉
部
局
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

答
弁

　
　
　

文
部
科
学
省
が
策
定
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計

画
で
は
、
平
成
22
年
度
ま
で
に
、
全
国
の
市
町
村
に
１
つ

以
上
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
育
成
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
昨
年
11
月
に
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
が

発
足
し
た
が
、
そ
の
取
り
組
み
と
進
捗
状
況
は
。

　
　  

…
教
育
長

　

ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
で
は
、
規
約
、
会
費
等
を
定

め
、
現
在
、
会
員
募
集
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
地
域
に
根

付
か
せ
る
た
め
に
、
体
育
協
会
や
体
育
指
導
委
員
会
な
ど

の
ご
支
援
と
ご
尽
力
を
い
た
だ
く
中
で
、
例
え
ば
、
市
立

体
育
館
を
拠
点
施
設
と
し
て
運
営
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
平
成
2
3
年
３
月
末
ま

で
に
は
、
坂
出
市
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立

総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

質
問

答
弁

　
　
　

臨
港
線
跡
地
の
道
路
整
備
計
画
を
示
せ
。
ま
た
、

南
側
部
分
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　  

…
都
市
建
設
部
長

　

臨
港
線
跡
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
12
年
度
に
旭
町
二
丁

目
の
市
道
旭
町
５
号
線
か
ら
、
さ
ぬ
き
浜
街
道
ま
で
の
約

８
０
０
ｍ
の
区
間
を
市
道
認
定
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

県
道
高
松
善
通
寺
線
か
ら
北
側
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

度
の
完
成
に
向
け
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

県
道
か
ら
南
側
に
つ
い
て
は
、
道
路
整
備
に
対
し
て
一

部
反
対
意
見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
地
元
と
の
協
議

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
道
認
定
区
域
外
の
う
ち
、
市
道
旭
町
５
号
線

か
ら
南
側
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
道
路
等
の
計
画
も
な

く
、
今
後
、
地
元
の
方
々
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
土
地

活
用
に
つ
い
て
、
売
却
も
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　  

…
市
長

　

現
在
、
県
道
か
ら
南
側
の
部
分
は
、
何
軒
か
の
反
対
が

あ
り
、
整
備
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

　

今
後
の
地
元
と
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
は
、
本
当
は
室

町
谷
内
線
に
関
す
る
協
議
と
一
緒
に
や
る
の
が
適
切
だ
と

思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
な
る
べ
く
早
く
、
そ

れ
ぞ
れ
並
行
し
て
協
議
す
る
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問

答
弁

答
弁

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は

①
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
（
多
世
代
）

②
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
人
々
が
（
多
種

　
目
）

③
初
心
者
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志

　
向
・
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
参
加
で
き
る
（
多
志
向
）

と
い
う
特
徴
を
持
ち
、
地
域
住
民
に
よ
り
自
主
的
・
主

体
的
に
運
営
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ


